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     【
西
川
吉
輔
（
国
学
者
）　
西
川
屋
善
六 

七
代
目
】

答え…　藤　岡
小幡町上 K・Yさん
船木町 F・Hさん
堀上町 O・Mさん
牧町 H・Kさん
安土町 N・Iさん

当選者発表

抽
選
で
5
名
様
にcafé 

＆ shopSHINM
ACHI  

の「
ケ
ー
キ
セ
ッ
ト
」ペ
ア
券
を
差
し
上
げ
ま
す
。

応
募
〆
切

※

当
選
者
の
発
表
は
、発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

西
川
吉
輔
が
近
江
の
国
の
献
上
さ
れ
る
○
○
に
つ
い
て
詠
ん
だ
果
実
は
何
で
し
ょ
う
か
。

◆
ご
希
望
の
方
は 

答
え
・
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号 

を
ご
記
入
の
上
、

   

官
製
は
が
き
又
は
F
A
X
で
ご
応
募
下
さ
い
。

※参考文献　近江八幡人物伝  近江八幡郷土史会刊／

に
し
か
わ
き
ち
す
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

に
し
か
わ
や
ぜ
ん
ろ
く

クイズ

魚
屋
町

8
月
10
日 

必
着

果実園は、近江八幡市の津田内湖干拓地内。
30 アールの広い畑で、300 本の木が大切に
育てられています。

不老長寿の霊果「むべ」

Stauntonia hexaphylla soda Stauntonia hexaphylla soda 

販売者・お問合せ先／前出のむべ家　前出酒店（前出幸久）
滋賀県近江八幡市北津田町1002　TEL. 0748-36-1600

むべソーダむべソーダ

￥300
（内容量 200g）

http://www.nube.jp/

健康を気遣うあなたに！
美色の爽やかソーダ

・うむべ御飴
・長寿うむべ酒
・うむべワイン
・むべソーダ
・むべの果実
　　（収穫時期のみ）　

　等各種ギフト
　もございます

   ～天智天皇のむべなるかな～  不老長寿伝説
　蒲生野に狩りに出かけた天智天皇がこの地で、大変元気で健
康的な老夫婦に出会いました。天智天皇が「汝ら如何に斯く長
寿ぞ」と長寿の秘訣を尋ねたところ、老夫婦は、「この地で取
れる無病長寿の霊果を毎年秋に食します」と言い、ひとつの果
実を差し出しました。
　天智天皇はその果物を一口食べました。すると、「むべなる
かな（もっともであるな）」と一言天皇は言ったのです。この時
に発した「むべ」という言葉がそのまま果物の名前の由来とな
りました。そして、これより朝廷に
毎年献上することになったのです。

神秘の飲料水神秘の飲料水

販売先：ホテルニューオウミ・休暇村近江八幡
           　   道の駅 竜王かがみの里・きてかーな
　　　　カフェ＆ ギフト新町（市立資料館内）
　　　　　  ギャラリースペース新町浜

　

西
川
善
六
家
は
、
西
川
傳
右
衛
門
家
（
仲
屋
町
）
の
分
家
で
あ
り
、
本
家
が
北
海
道
松
前
に
漁
場
を
持
ち
、
魚
肥
料
が
本
家

の
中
一
家
の
千
石
船
に
よ
り
蝦
夷
地
方
よ
り
八
幡
へ
と
搬
送
さ
れ
、
八
幡
に
は
何
件
か
の
肥
料
商
が
い
ま
し
た
。
善
六
家
は
傳
右

衛
門
家
一
族
で
八
幡
町
内
で
は
豪
商
と
し
て
隆
盛
を
極
め
て
お
り
、
代
々
肥
料
商
（
干
鰯
問
屋
）
と
米
穀
問
屋
を
兼
ね
て
、
連

綿
百
七
十
有
余
年
続
い
た
旧
家
で
し
た
。

　

西
川
吉
輔
は
文
化
13
年
（
1
8
1
6
）
生
ま
れ
、
九
歳
で
就
学
し
大
津
遊
学
で
十
年
、
最
初
の
師
は
大
津
の
福
源
寺
の
僧
侶

で
し
た
。
17
歳
で
元
服
し
同
年
、
西
川
善
六
家
の
七
代
目
を
襲
名
し
ま
し
た
。
24
歳
で
本
家
傳
右
衛
門
家
の
長
女
（
又
従
兄
妹
）

と
結
婚
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
ろ
の
近
江
に
は
、
地
方
の
国
学
者
や
文
人
た
ち
が
行
き
交
い
、
八
幡
商
人
達
に
交
流
を
通
し
て
多
く

の
知
識
や
情
報
が
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
影
響
の
も
と
、
近
江
か
ら
も
国
学
者
や
文
人
が
生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
吉
輔
の

向
学
心
は
結
婚
し
た
後
も
衰
え
ず
、
京
都
高
倉
に
家
塾
報
本
学
舎
を
開
い
て
、
大
国
隆
正
に
師
事
し
ま
し
た
。
家
庭
内
に
お
い

て
は
多
く
の
子
女
を
残
し
て
33
歳
で
妻
が
他
界
し
、
荒
々
し
い
12
年
間
で
有
り
ま
し
た
。
後
妻
に
江
頭
村
の
井
狩
家
よ
り
娶
り

本
家
傳
右
衛
門
家
よ
り
嫁
い
だ
娘
の
子
で
前
妻
と
（
又
従
姉
妹
）
で
す
。

　

郷
里
八
幡
に
嘉
永
元
年
（
1
8
4
8
）
に
私
塾
で
あ
る
「
帰
正
館
」
を
創
設
し
、
伊
庭
貞
剛
（
い
ば
て
い
ご
う
住
友
２
代
目

総
理
事
）、
高
田
義
甫
（
た
か
だ
よ
し
な
み
納
屋
嘉
兵
衛
の
八
代
目
）
ま
た
西
川
甚
五
郎
（
に
し
か
わ
じ
ん
ご
ろ
う
十
一
代
目
）

ら
多
く
の
明
治
期
の
近
江
商
人
を
輩
出
し
ま
し
た
。

　

安
政
5
年(

1
8
5
8)

、
安
政
の
大
獄
に
て
町
預
に
処
せ
ら
れ
ま
し
た
が
、
脱
出
し
京
都
に
潜
伏
し
ま
し
た
。
専
ら
皇
学
を

修
め
、
同
門
の
有
志
と
共
に
勤
王
運
動
に
参
加
し
、
文
久
３
年
（
1
8
6
3
）、
尊
攘(

そ
ん
じ
ょ
う)

運
動
に
参
加
し
、
平
田
派

国
学
の
門
人
が
起
こ
し
た
と
さ
れ
る
京
都
等
持
院
足
利
三
代
木
像
梟
首(

き
ょ
う
し
ゅ
）
事
件
に
連
座
し
親
類
預
と
な
り
ま
し
た
。

　

謹
慎
中
も
政
治
情
報
を
集
め
、
元
治
元
年
（
1
8
6
4
）
７
月
19
日
の
禁
門
の
変
な
ど
に
関
し
て
風
説
留
を
残
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
谷
鉄
臣
ら
と
結
び
、
藩
論
の
尊
王
（
そ
ん
の
う
・
皇
帝
や
国
王
の
権
威
を
重
視
し
、
身
分
秩
序
を
重
ん
じ
る
儒
教
思
想
）
へ
の
転

換
を
計
り
、
彦
根
藩
の
勤
皇
転
換
工
作
に
も
大
き
な
功
績
を
残
し
ま
し
た
。
明
治
に
は
い
る
と
国
民
教
化
に
従
事
し
、
明
治
3

年
（
1
8
7
0
）
に
神
祇
官
宣
教
使
少
博
士
、
同
7
年
（
1
8
7
4
）
に
は
大
津
日
吉
神
社
の
大
宮
司
に
就
任
し
、
近
江
国
内

を 

精
力
的
に
遊
説
し
て
廻
り
ま
し
た
。
書
簡
か
ら
、
吉
輔
が
地
域
に
基
盤
を
据
え
て
教
化
活
動
を
展
開
し
た
様
子
が
知
れ
ま
す
。

実
際
の
現
場
の
状
況
、
地
域
の
実
情
と
い
う
も
の
が
、
い
か
に
吉
輔
の
前
に
立
ち
は
だ
か
っ
て
い
た
の
か
、
ま
た
中
央
省
庁
と
吉

輔
と
の
認
識
の
違
い
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が
見
ら
れ
ま
す
。
皇
道
拡
張
に
尽
力
、明
治
12
年
２
月
犬
上
郡
郷
社
神
社
（
彦
根
）

祠
官
兼
務
と
な
り
、
更
に
翌
年
１
月
内
務
卿
伊
藤
博
文
に
よ
り
生
国
魂
神
社
（
大
阪
）
宮
司
を
拝
命
し
ま
し
た
。

　

吉
輔
は
和
歌
や
詩
を
読
み
号
を
亀
洲
・
蔵
六
・
武
乃
舎
・
楮
庵
・
槓
亭
等
、
郁
子
老
人
、
郁
子
園
と
も
称
し
て
い
ま
し
た
。

十
世
紀
の
法
典
集
延
喜
式
（
え
ん
ぎ
し
き
）
に
近
江
の
国
「
例
貢
の
御
贄
（
れ
い
く
の
み
に
え・
神
の
為
の
供
物
）
五
つ
、郁
子
（
む
べ
）、

氷
魚
（
ひ
う
お
）、鮒
（
ふ
な
）、鱒
（
ま
す
）、阿
米
魚
（
あ
め
の
う
お
）」
と
あ
り
、文
安
（
1
4
4
5
）
後
花
園
天
皇
か
ら
先
例
に
習
っ

て
献
上
を
停
止
し
な
い
よ
う
に
と
論
旨
を
賜
っ
た
ほ
ど
、
他
の
例
貢
は
途
絶
え
て
し
ま
い
ま
し
た
が
郁
子
の
献
上
は
連
綿
と
し
て

奥
島
の
里
な
る
福
井
家
よ
り
毎
年
郁
子
が
献
上
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
吉
輔
は
「
大
き
み
の
み
こ
と 

か
し
こ
み
う
へ
な
ひ
て 

郁
子

た
て
ま
つ
る 

家
ぞ
久
し
き
」
と
詠
ん
で
い
ま
す
。
現
在
も
大
嶋
・
奥
津
嶋
神
社
が
代
々
役
割
を
担
い
、
奥
島
（
北
津
田
町
）
の

住
民
に
よ
っ
て
献
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

皇
道
精
神
を
広
め
、
激
務
の
中
彦
根
で
高
熱
で
発
病
し
明
治
13
年
（
1
8
8
0
）
５
月
65
歳
で
波
乱
の
生
涯
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

明
治
17
年
５
月
八
幡
神
社
で
岳
椙
司
祠
官
祭
主
に
よ
っ
て
、
西
川
吉
輔
五
年
祭
が
行
わ
れ
墓
石
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
遺
骨

は
彦
根
か
ら
八
幡
に
移
さ
れ
、
翌
日
神
式
に
て
葬
儀
が
行
わ
れ
、
会
送
者
は
約
三
百
人
近
く
い
ま
し
た
。

幕
末
・
維
新
期
の
国
学
者
と
し
て
、
八
幡
日
杉
山
共
同
墓
地
に
葬
ら
れ
ま
し
た
。

情緒ある手漕ぎ和舟で
ゆったり船頭がご案内する
八幡堀めぐり

手漕ぎ和舟 要予約  0748-36-5115

「勤王家西川吉輔宅址」
現在（株 ) 近江兄弟社

近
江
八
幡
市
立
資
料
館
前
の
旧
伴
家
住
宅
で
は
左
義
長
ダ
シ
を
常
設
展
示
し
て
い
ま
す
。

共催/ 特定非営利活動法人秀次倶楽部　後援／近江八幡商工会議所女性会　（一社）近江八幡観光協会
　（一財）ハ－トランド推進財団　近畿大学農学部国際開発環境研究室（八丁信正教授） 
　  西川嘉右衛門商店　21世紀土地改良区創造運動　西の湖 伊庭内湖流域みずすまし推進協議会

                               事務局／ 滋賀県近江八幡市大杉町３０ー1　ギャラリースペース新町浜
 　　　　　　　　　　TEL 0748-33-2914  　FAX 0748-32-3514NPO法人秀次倶楽部

近江八幡市北津田町1503番地　TEL 32-4555　FAX 32-4559
E-mail biwako@zc.ztv.ne.jp  URL http://www.zc.ztv.ne.jp/biwako/

主
催

体験
イベン

ト体験
イベン

ト西の湖と
葦を学ぼう!
西の湖と
葦を学ぼう!
ヨシ

〒523-0837 

滋
賀
県
近
江
八
幡
市

大
杉
町
3
0
の
1

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
新
町
浜

N
P
O
法
人
秀
次
倶
楽
部 

宛

お
な
ま
え

住
所

電
話
番
号

年
令

ご
自
分
の
住
所

お
名
前

返
信

往
信

参加者大募集！参加者大募集！

　

びわこ揚水国営造成推進協議会

持ち物・服装など持ち物・服装など

　　

（何名でも可）

8月18日（土）

往復はがきに下図のように記入して
郵送してください。先着順です。

しめきり
8月５日
消印有効

 申込み方法 申込み方法

　◎筆記用具◎水筒◎タオル
　●試食は出ますが少量の昼食はご用意下さい。
　●小雨決行、大雨の場合は室内で学習します。
　●駐車場は集合場所にあります。

 10:15　受付（びわこ揚水入口正面）
 10:30　挨拶学習内容の説明と注意事項
 10:45  ヨシの勉強　（西川嘉衛門商店）
 11:45  昼食（ヨシうどん、ヨシアイス、ヨシせんべいなど試食）  
 13:00  ヨシペん、ヨシブーブーつくり、よし紙の説明
　　　  よしはがきに手紙を書こう（東北被災地へ）
 14:30  施設見学
 15:00  解散

◆開催場所：びわこ揚水／西の湖◆開催場所：びわこ揚水／西の湖

　

　　後援／近江八幡商工会議所女性会　（一社）近江八幡観光物産協会　（一財）ハートランド推進財団　
　　　　　西川嘉右衛門商店     てんびんロード商店街　
　　　　   21世紀土地改良区創造運動　西の湖 伊庭内湖流域みずすまし推進協議会　

至八幡市街

至彦根至守山

湖周道路

文

〒

びわこ揚水

北津田町

渡合橋北詰

百々神社○

募集人数募集人数
　　40名
    

  石巻への応援メッセージを葦紙に書きます。
義援金箱を設置しています。ご協力下さいね！
　　●ヨシを学ぶ　指導：西川嘉右衛門商店●
　　　　●ヨシペン教室　指導：柳澤一芸●

参加無料
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KYOTO SHINBUN TOMATO CLUB KYOTO SHINBUN TOMATO CLUB 

京都新聞ファミリー 瓦版京都新聞ファミリー 瓦版 トマト倶楽部

PRESENT
PRESENTトマト倶楽

部
トマト倶楽

部 お誕生日・記念日 花束プレゼント（8月の方） 3名様

花王アタック１キロ８個入り（1ケース） 　   5名様
※必ずお誕生日を明記下さい

＊

＊

＊

＊
＊

20 名様

20 名様

20 名様
50 名様
50 名様

［トマトカード番号の記入をお願いします］

8月 13日迄

8月 19日迄

8月 26日迄
9月 24日迄
9月 30日迄

ご希望の方は郵便番号・住所・氏名・電話番号・希望の品一品をご記入の上、官製はがき又
は FAXで下記販売所まで、ご応募下さい。抽選でお送りします。

当選者の発表は発送をもって代えさせて
頂きます。予めご了承ください。

花束 
洗剤、チケット等 締 切

〒523-0867 近江八幡市魚屋町元９ 京都新聞近江八幡販売所   TEL 32-2743  FAX 32-3504

写真展 岩合光昭の世界のネコ歩き２  　　

　　     　大丸ミュージアム京都 大丸京都店６階

蛇足庵コレクション 江戸のなぞなぞ判じ絵   

　　　　　　　　　　　　　　　　細見美術館

夏休みスペシャル企画！ 赤と青のひみつ  聖なる色のミステリー 

　　　　　　　　　　　　　 　MIHO MUSEUM

世界の形象土器展　　    滋賀県立陶芸の森陶芸館 

ガーデンミュージアム比叡             入場引換券  

　　　　　　　　　　　　　　　　

  
7月31日迄

近江かね安 〒523-0891 滋賀県近江八幡市鷹飼町 747-1　TEL：0748-33-2628　FAX：0748-33-2698   営業時間▶精肉部：AM 9：00～PM 7：00  飲食部：AM 10:00～PM 10:00  定休日▶水曜日

近江野で遊狩した牛の味、黒毛和種の雌牛のみを扱う、すき焼き、しゃぶしゃぶ、ステーキの店。
和牛本来の味わいを醸し出す、すき焼き。味の余韻が続くしゃぶしゃぶ。
塩コショウのみにて最上のごちそう美婦素敵。焼肉や牛丼もあります。

ＪＲ近江八幡駅より　
　　 徒歩 ５分

赤身で柔らかく、ヘルシー。
近江牛あみ焼き用美婦素敵　サーロイン

ロース「くらした」霜降り、味、やわらかさ
文句なしの上品な味。

近江牛ロースすき焼き用

熊さんの「自家製パン」知っていますか！

店頭に・・・今の季節は、ほんのり甘いオレンジパン、ぶどうパン。

一つ一つ、熊さんが心を込めて手作りしています。

イーストフード、ｐｈ調整剤、乳化剤、ＶＣなどを使用しないのが熊さんのこだわり。

江
戸
時
代
の
四
大
国
学
者
、
荷
田
春
満
・
賀
茂
真
淵
・
本
居
宣
長
・
平
田
篤
胤
の
四
人
を
い
う
。

倒
幕
尊
皇
に
奔
走
し
、
彦
根
藩
の
勤
皇
転
換
工
作
に
大
き
な
功
績
を
残
し
ま
し
た
。

国
学
（
こ
く
が
く
、
正
字
・
國
學
）
は
、
日
本
の
江
戸
時
代
中
期
に
勃
興
し
た
学
問
で
あ
る
。

蘭
学
と
並
び
江
戸
時
代
を
代
表
す
る
学
問
の
一
つ
で
、
和
学
・
皇
朝
学
・
古
学
（
古
道
学
）
な
ど
の
別
名
が
あ
る

。
そ
の
扱
う
範
囲
は
国
語
学
、
国
文
学
、
歌
道
、
歴
史
学
、
地
理
学
、
有
職
故
実
、
神
学
に
及
び
、

学
問
に
対
す
る
態
度
も
学
者
そ
れ
ぞ
れ
に
よ
っ
て
幅
広
い
。

café ＆ shop
SHINMACHI  近江八幡市立資料館内 

Taisyogoto DUO
レギュラー
LIVE ニコル

8/19SAN
ニコルの「大正琴の世界」にお越し下さい！

①11：00～②13：00～③14：30～

7/28sat/商店街夏まつりと共催 8/25sat
会場▶近江八幡まちや俱楽部 11：00～17：00

キッズマルシェ＆フリマ
近江八幡市仲屋町中

入場無料

参加無料


